
 

                         
 

  

 
 

                    

 

     

 少
年
少
女
会 

ミ
ニ
門
松
作
り 

年
の
瀬
が
迫
っ
て
き
た
十
二
月
十
六
日

(

日)

少
年
少
女
会
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

「
門
松
」
は
、
お
正
月
に
「
年
神
様
」（
と

し
が
み
さ
ま
）
が
訪
れ
ら
れ
る
目
印
と
な

り
「
年
神
様
」
が
幸
せ
と
い
う
お
年
玉
を

持
っ
て
や
っ
て
来
ら
れ
る
と
い
う
慣
わ
し

は
、
ま
る
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
や
っ
て
く

る
よ
う
な
お
話
で
す
ね
。 

開
会
儀
礼
で
、
そ
の
よ
う
な
お
話
が
あ

っ
て
始
ま
っ
た
少
年
少
女
会
、
ま
ず
紙
芝

居
「
山
の
み
ん
な
の
お
も
ち
つ
き
」
で
し

た
。
山
の
動
物
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、

子
供
た
ち
の
お
餅
つ
き
を
ま
ね
て
餅
を
つ

く
と
い
う
、
餅
つ
き
の
文
化
と
協
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
る
童
話
で
し
た
。 

教
祖
様
の
み
教
え
を
は
じ
め
、
先
人
の

教
え
伝
え
た
文
化
の
意
味
合
い
や
、
協
力

す
る
こ
と
に
よ
り
平
和
で
心
豊
か
に
な
る

世
界
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
、

尊
い
少
年
少
女
会
活
動
を
今
年
も
共
々
に

推
し
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 
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令
和
六
年
の 

新
春
を
お
迎
え 

さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

     

 

 

立
教
百
六
十
五
年
、
小
倉
教
会
布
教
百

三
十
九
年
、
甘
木
親
教
会
布
教
百
二
十
年
、

加
治
木
教
会
布
教
七
十
三
年
の
新
春
を
迎

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

第
五
類
に
移
行
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
自
粛

が
な
く
な
り
、
御
本
部
を
は
じ
め
全
教
の

教
会
で
も
ご
祭
典
が
以
前
通
り
に
お
仕
え

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
有
り

難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
お
道
の
信
心
で
お
か
げ
を
蒙

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
私
ど

も
は
、
今
日
お
道
（
教
団
）
が
人
材
に
お

い
て
も
財
に
お
い
て
も
、
以
前
の
半
分
以

下
と
い
う
教
勢
に
甘
ん
じ
て
し
ま
っ
て
お

る
こ
と
を
看
過
し
た
ま
ま
で
良
い
か
ど
う

か
、
今
一
度
省
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

甘
木
親
教
会
の
布
教
百
二
十
年
と
い
う
、

加
治
木
教
会
に
と
っ
て
は
特
に
尊
い
お
年

柄
の
年
頭
に
当
た
り
、
い
っ
そ
う
加
治
木

教
会
の
信
奉
者
一
同
が
、
真
に
助
か
り
立

ち
行
く
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
く
実

を
現
わ
す
べ
く
「
信
心
育
成
」
を
推
進
し
、

信
奉
者
家
庭
が
末
の
末
ま
で
真
に
助
か
る

実
を
現
わ
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
甘
木
親
教
会
初
代
親

先
生
が
み
教
え
下
さ
れ
た
「
本
」
の
三
つ

の
要
点
《
天
地
の
大
恩
と
い
う
御
神
徳
と
、

お
道
の
本
で
あ
る
歴
代
の
金
光
様
が
日
々

御
祈
念･

御
神
勤
く
だ
さ
る
御
本
部
と
、
御

取
次･
ご
教
導
く
だ
さ
る
甘
木
親
教
会
》
と

い
う
「
本
」
を
大
切
に
す
る
、
い
わ
ば
「
親

神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
」、
そ
れ
は

『
安
武
松
太
郎 
教
話
集 

第
十
集
』『
私
の

頂
く
安
武
松
太
郎
師
』
に
あ
る
甘
木
親
教

会
初
代
親
先
生
か
ら
矢
野
ク
ラ
刀
自
、
そ

し
て
矢
野
政
美
大
人
、
い
わ
ば
加
治
木
教

会
に
伝
え
ら
れ
た
お
道
の
信
心
の
核
心
・

要
諦
と
も
言
う
べ
き
内
容
で
あ
り
、
そ
の

内
容
を
求
め
進
め
深
め
て
行
く
べ
き
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

*
 

私
ど
も
の
幸
せ
は
、
今
助
か
り
立
ち
行

く
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
良
い
と
い
う

の
で
は
自
己
中
心
的
で
自
己
満
足
的
な
幸

せ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

真
の
安
心
・
幸
せ
と
い
う
も
の
は
、
子

孫
の
末
の
末
ま
で
助
か
り
立
ち
行
く
こ
と

が
で
き
る
信
心
・
確
信
が
、
自
分
自
身
の

中
に
、
そ
し
て
子
供
や
孫
の
末
々
ま
で
伝

わ
る
も
の
が
で
き
て
こ
そ
、
初
め
て
、
底

知
れ
な
い
真
の
幸
せ
と
い
う
も
の
の
味
わ

い
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
子
々
孫
々
に
真
の
信

心
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
に
は
、
少
年
少
女
会
の
御
用
・
活

動
を
推
し
進
め
、
青
少
年
の
信
心
育
成
に

取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま

す
。 青

少
年
の
信
心
育
成
の
御
用
は
、
祈

り
・
労
力
・
時
間
・
経
費
・
継
続
力
・
忍

耐
力
な
ど
が
最
も
必
要
で
、
だ
れ
も
が
嫌

が
る
御
用
で
あ
り
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
か
ら
眼
を
そ
む
け

ず
、
自
ら
進
ん
で
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
行
く
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 
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信 

徒 

部 
南
九
州
教
区
委
員
会 

報
告 

（
十
二
月
二
十
二
日 

共
励
会
に
て
の
報
告
） 

       

十
二
月
十
六(

土)

・
十
七(

日)
、
信
徒
部

南
九
州
教
区
委
員
会
が
、
熊
本
県
の
江
田

教
会
と
山
鹿
教
会
に
お
い
て
開
か
れ
、
鹿

児
島
教
会
の
内
門
三
朗
さ
ん
（
鹿
児
島
地

方
教
会
連
合
会
信
徒
部
会
長
）
と
一
緒
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
日
は
、
江
田
教
会
で
、
研
修
と
、

今
年
度
の
行
事
報
告
・
来
年
度
の
行
事
予

定
の
確
認
と
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
江
田
教
会
の
教
会
長
で
も

あ
り
ま
す
、
教
務
セ
ン
タ
ー
所
長
の
菊
川

信
雄
先
生
が
「
神
前
拝
詞
」
の
意
味
合
い

に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

各
県
（
連
合
会
）
か
ら
二
～
三
名
の
信

徒
部
が
、
十
三
名
出
席
し
て
の
、
信
徒
部

の
研
修
で
は
「
ど
ち
ら
の
教
会
で
も
高
齢

の
信
徒
が
亡
く
な
っ
た
後
、
若
い
人
に
信

心
が
続
い
て
行
か
ず
、
教
会
信
奉
者
の
減

少
し
て
い
る
こ
と
に
ど
う
対
処
す
る
か
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
話

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
「
あ
い
よ
か
け
よ
」（
全
国
信
徒
会

報
）
と
「
金
光
新
聞
」
の
拡
販
に
取
り
組

む
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。「
あ
い
よ
か

け
よ
」
も
「
金
光
新
聞
」
も
購
読
者
数
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
信
徒
部
が
拡
販
を
推

進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。 

ま
た
「
三
十

日
信
行
取
り
組

み
表
」（
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
）
に
、

来
年
度
も
七
月

に
全
国
で
取
り

組
ま
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。（
令

和
五
年
度
は
五

六
三
名
が
取
り

組
み
、
教
主
金
光
様
に
お
届
け
さ
れ
ま
し

た
。） 

第
二
日
目
は
、
山
鹿
教
会
の
朝
参
り
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

朝
の
御
祈
念
に
信
徒
部
に
出
席
し
た
宿

泊
者
一
同
で
参
拝
し
ま
す
と
、
十
名
ほ
ど

の
参
拝
者
が
あ
っ
て
お
り
、
朝
の
御
祈
念

の
後
、
参
拝
さ
れ
て
あ
る
皆
さ
ん
が
、
お

結
界
の
近
く
に
集
ま
り
教
会
長
先
生
の
お

話
を
聴
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
参
拝
者
に

は
、
若
い
方
も
お
ら
れ
た
こ
と
が
意
外
で

し
た
。 

山
鹿
教
会
長 

林 

精
喜
先
生
の
お
話
で

は
「
甘
木
教
会
で
修
業
中
に
は
、
た
く
さ

ん
の
み
教
え
を
頂
き
ま
し
た
が
、
修
業
を

終
え
て
山
鹿
教
会
に
帰
る
時
に
安
武
文
雄

親
先
生
か
ら
『
山
鹿
教
会
に
帰
る
の
で
は

な
い
ぞ
、
御
用
に
行
か
せ
て
も
ら
う
の
ぞ
』

と
の
み
教
え
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
感
銘

深
く
お
話
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
委
員
会
で
来
年
度
の
全
国
信
徒

会
の
行
事
で
は
「
全
国
信
徒
大
会
in
福
岡
」

が
令
和
六
年
九
月
福
岡
県
糸
島
市
の
「
伊

都
文
化
会
館
」
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

駐
車
場
は
百
台
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
そ
う

で
す
。 

講
師
は
金
光
清
治
先
生
で
、
鹿
児
島
地

方
教
会
連
合
会
信
徒
部
か
ら
も
レ
ン
タ
カ

ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
団
体
で
出
席
の
予

定
を
立
て
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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少
年
少
女
会 

ミ
ニ
門
松
作
り 

年
の
瀬
の
迫
っ
て
き
た
十
二
月
十
六
日

(

日)

の
少
年
少
女
会
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」
で

は
、
は
あ
ら
か
じ
め
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
た

竹
と
、
松
ぼ
っ
く
り
・
松
の
葉
（
造
花
）・

梅
の
花
（
造
花
）・
ゆ
ず
り
葉
・
迎
春
の
札
・

お
お
ぎ
の
飾
り
物
な
ど
で
組
み
立
て
る
作

業
（
工
作
）
で
し
た
。 

「
年
神
様
に
、
祈
り
を
込
め
て
願
い
ご

と
を
書
い
て
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
！
」

と
伝
え
る
と
、
願
い
ご
と
を
書
い
て
貼
り

付
け
る
会
員
も
い
ま
し
た
。 

昼
食
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
頂
い
て
、
し

ば
ら
く
み
ん
な
で
お
広
前
で
フ
ー
セ
ン
遊

び
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
流
行
後
、
三
年
ぶ
り
に
、
よ
う

や
く
み
ん
な
で
室
内
会
食
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
少
年
少
女
会

で
し
た
。 

竹
は
、
中
野
重
子
先
生

の
持
ち
山
の
竹
林
か
ら
、

娘
さ
ん
の
祐
子
さ
ん
の

許
可
を
得
て
採
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

                          

あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
金
）
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
日
）
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

９
（
土
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
日
）

生
神
金
光

大

神

様 

月
例
祭 

10
時
半 

10
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭
遥
拝
10
時 

13
（
水
）
連
布
教
協
議
会(

加
治
木

教

会)
 

10
時
半 

16(

土)
 

少
年
少
女
会｢

ミ
ニ
門
松
作
り｣

10
時
半 

16(

土)

～
17(

日)

信
徒
部 

教
区
委
員
会(

熊
本
県

上

田 )
 

21
（
木
）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
金
）
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
土
）
安
武
文
雄
大
人
立
日
御
祈
念
10
時 

29
（
金
）
清
掃
御
用    

10
時 

30
（
土
）
越 

年 

祭  

13
時
半 

  

「
改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会)

 
 

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

ご
安
心
い
た
だ
き 

ご
信
用
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 
 
 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 
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ご
霊
神
様
の  

 
 

  

お
立
日 

一
月 

中
村
宗
吉 

之

霊

神

（
４
日
）
昭
和
61
年 

松
田
常
衛
門
之

霊

神
（
４
日
）
大
正
９
年 

中
村
正
義 

之

霊

神

（
５
日
）
昭
和
21
年 

内
村
ハ
ル
エ 

之

霊

神

（
６
日
）
昭
和
59
年 

有
馬
幸
子 

之

霊

神

（
９
日
）
平
成
16
年 

西
本
五
男 

之

霊

神

（
11
日
）
平
成
15
年 

濱
口
マ
ツ
エ 

之

霊

神
（
11
日
）
平
成
27
年 

濱
口
勝
次 

之

霊

神
（
11
日
）
昭
和
27
年 

前
田
正
蔵 

之

霊

神

（
13
日
）
昭
和
39
年 

瀬
戸
セ
ミ 

之

霊

神

（
14
日
）
昭
和
56
年 

小
屋
敷 

勝 

之

霊

神

（
14
日
）
平
成
１
年 

信
國
鈴
子
大
刀
自 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
５
年 

中
島
ふ
さ 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
16
年 

福
山
瑞
枝 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
21
年 

瀬
戸
俊
子 

之

霊

神
（
23
日
）
平
成
27
年 

柳
園
義
男 

之

霊

神

（
24
日
）
昭
和
８
年 

本
中
野
イ
セ
マ
ツ 

之

霊

神

（
25
日
）
昭
和
59
年 

岡
山
エ
ク 

之

霊

神

（
25
日
）
平
成
20
年 

桐
野
仲
助 

之

霊

神

（
27
日
）
昭
和
21
年 

瀬
尾 

清 

之

霊

神

（
27
日
）
昭
和
41
年 

向
江
フ
キ
子 

之

霊

神

 
 
 
 

令
和
５
年 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お
働
き

あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉

串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。  

 

信
國
鈴
子
大
刀
自
（
国
分
教
会 

二
代
教
会
長
） 

平
成
五
年
一
月
二
十
日
に
満
八
十
九
歳
で
ご
帰

幽
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
一
年
に
夫
信
國
幾
雄
大
人
と
共
に
、
国

分
教
会
を
開
か
れ
、
お
道
の
御
用
に
生
涯
を
尽
く
さ

れ
、
多
く
の
信
奉
者
を
助
け
導
き
、
現
在
の
霧
島
市

一
帯
に
お
道
の
信
心
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
二
年
に
幾
雄
大
人
が
ご
帰
幽
さ
れ
た

あ
と
、
平
成
五
年
ま
で
二
十
六
年
間
、
国
分
教
会
長

と
し
て
の
御
用
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
の
矢
野
政
美
大
人
・
サ
ダ
子
刀
自
は
、

布
教
当
初
「
早
く
あ
の
よ
う
な
ご
庇
礼
を
頂
き
た
い

も
の
だ
」
と
参
拝
者
の
多
い
国
分
教
会
を
目
標
と
さ

れ
御
用
に
励
ま
れ
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
鈴
子
刀
自
の
お
母
様
は
、
甘
木
親
教
会
の

熱
心
な
信
者
の
山
部
キ
ラ
と
い
う
方
で
、
甘
木
教
会

初
代
教
会
長 

安
武
松
太
郎
先
生
か
ら
の
ご
信
頼
も

厚
く
、
戦
時
中
に
甘
木
教
会
の
在
籍
教
師
が
出
征
し

て
少
な
か
っ
た
時
期
に
、
信
者
で
あ
り
な
が
ら
初
代

親
先
生
の
ご
命
で
御
結
界
奉
仕
の
御
用
に
当
た
ら

れ
ほ
ど
で
、
産
婆
（
助
産
婦
）
を
さ
れ
二
代
親
先
生

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

        

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

け
さ
も
ま
た
北
極
星
を
探
し
け
り 

 
 

そ
の
下
に
こ
そ
親
教
会
は
あ
り 

 

小
さ
く
も
四
季
を
通
し
て
動
か
ざ
る 

 
 

星
に
向
か
い
て
礼
ぶ
朝
な
り 

 

流
鏑
馬
も
一
矢
は
は
ず
す
習
い
あ
り 

 
 

満
つ
れ
ば
欠
ぐ
る
伝
え
尊
み 

 

よ
き
こ
と
も
慢
心
起
こ
る
こ
と
と
な
る 

 
 

我
が
内
敵
を
静
か
に
見
つ
め 

 

十
七
度
あ
れ
ば
足
袋
を
履
か
ず
と
も 

 
 

朝
の
御
用
に
つ
ら
さ
な
き
な
り 

 

六
度
台
朝
の
冷
気
に
慣
れ
ぬ
た
め 

 
 

ボ
ト
ル
湯
た
ん
ぽ
抱
え
戸
を
開
く 
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一
月 

三
日(

水)
 

甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

 

一
月
六
日(
土)

十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

少
年
少
女
会 

鏡
開
き
・
七
草 

※
お
か
が
み
餅
を
焼
い
て
の
ぜ
ん
ざ
い
と 

七
草
た
こ
焼
き
を
作
り
ま
す
！ 

 

一
月
十
日
（
水
）
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

月
例
祭
に
併
せ
て 

成
人
感
謝
祭  

奉
仕 

※
成
人
者
、
玉
串
奉
奠
・記
念
品
授
与
。 

 

一
月
二
十
五
日
～
二
月
九
日 

報
徳
祭
奉
迎 

寒
中
一
斉
信
行 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
五
時
十
五
分
・
午
前
十
時 

御
本
部
信
行
期
間
の
感
話
ビ
デ
オ
研
修
な
ど 

教 

会 

行 

事 

令
和
六
年 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

〃 

※
光
風
館
予
約
日  

10
時 

３
（
水
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

６
（
土
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

９
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
祝
）
●
月
例
祭･

成
人
感
謝
祭
10
時
半 

16
（
火
）
連

合
会 

執
行
部
会(

上
荒
田 

教
会
に
て)

10
時
半 

20
（
土
）
★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

21
（
日
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
月
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

27
（
土
）
★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

28
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時 

31
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

《
未
定
行
事
》
青
年
会
・
若
婦
人
会 

  
 

一
月
二
十
八
日(
日)

十
三
時
よ
り 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会 

定 

期 

総 
会 

※
一
教
会
、
教
師
一
名
、
信
徒
一
名
の 

出
席
に
て
開
催
。 

 

…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
木
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

４
（
日
）
多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

〃 

甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念
10
時 

９
（
金
）
清
掃
御
用 

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭
10
時
半 

◆
月
例
祭
は
祭
典
の
み
、
あ
と
清
掃
御
用 

 

11
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

17
（
土
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
日
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣

 

21
（
水
）
清
掃
御
用 

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

24
（
土
）
新
田
原
教
会
式
年
祭 

29
（
木
）
清
掃
御
用 

10
時 

 

★
２
月
か
ら
の
バ
ン
ド
練
習
日
は
、
土
曜
日
に
習
い

ご
と
に
通
う
人
が
多
い
た
め
「
木
曜
日
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
た
め
現
在
調
整
中
で
す
。 

     

 


